
 
 

（高校教育課） 
１ 事業目的 

県立高校におけるコミュニティ・スクールを拡充し、地元地域や大学・企業等と協働した課題
解決型学習を推進することにより、学校・地域の差し迫った社会的・地域的な課題の解決に積極
的に取り組み、「地域に愛され、地域とともにある学校づくり」を推進する。 

 

 
２ 事業概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
３ 事業内容 
(1) 高校コミュニティ・スクールによる課題解決型教育実践事業【学校の取組】 
 

    ［実 施 校］ 周防大島、高森（高森みどり中）、岩国工業、熊毛南、下松工業、南陽工業、 
防府商工、西京、山口農業、宇部工業、美祢青嶺、長府、大津緑洋、萩、 
下関中等 （以上１６校） 

  ［取組内容］ 
○ 「学校運営協議会」の設置・運営・・・学校運営 
・学校と市町、自治会、中学校、大学、企業等による協働体制の確立 

○ 学校・学科の特色に応じた、地域等との協働による教育活動の推進・・・学校支援 
・地元地域や大学・企業等との協働により学校の課題を解決する取組の開発・実施 
・先進校や大学・企業等の専門性の高い機関から招へいした講師による講演等 

○ 地域の課題を解決するための高校ならではの取組・・・地域貢献 
・地域活性化や地域創生に向けた具体的な取組の検討、プロジェクトの実践 

○ 地域への情報発信 
・運営協議会の活動状況等情報を発信（学校ＨＰ等） 

 

(2) 県立高校と地域との協働体制推進事業【県教委の取組】 
 

［取組内容］ 
○ コミュニティ・スクール連絡会議の開催 

       ○ 運営協議会の検討内容やプロジェクト実践状況の把握 
     ○ 課題解決型教育モデル校の取組事例の県内公立高校への普及 等 

  高校コミュニティ・スクール推進事業 



 
 
 
 

１ 事業目的 
県立特別支援学校にコミュニティ・スクールを導入し、障害のある子どもたちの自立と社会参

加につながる「生きる力」の育成や、障害のある子どもたちへの地域の理解の一層の促進により、
共生社会の形成に向けた取組を推進する。 

 

２ 事業概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
３ 事業内容 

(1) 特別支援学校コミュニティ・スクールによる「学校と地域との協働活動」の推進 

 【学校の取組】 
 

   ［実 施 校］ 岩国総合支援学校  田布施総合支援学校  周南総合支援学校、 

         山口南総合支援学校 宇部総合支援学校   下関南総合支援学校 

         下関総合支援学校  萩総合支援学校  

  ［取組内容］ 

   ○ 「学校運営協議会」の設置・運営・・・学校運営 

    ・学校と地域の自治会や小・中学校ＣＳ、医療・福祉・労働等関係者による協働体制の確立 

   ○ 地域等との協働による特色ある教育活動の推進体制の確立・・・学校支援 

    ・地域の自治会や医療・福祉関係者、企業等との協働により学校の課題を解決する取組の開 

      発・実施 

    ・地域から招聘したゲストティーチャーやボランティアによる余暇指導等に関する支援 

   ○ 地域と連携した特別支援学校の取組・・・地域貢献 

    ・地域と連携し、公民館や図書館等での清掃活動や喫茶サービスを実施 
    ・地域のイベントに参加して製作品の販売・接客を実施 
    ○ 地域への情報発信 
        ・運営協議会の活動状況等情報を発信（研修会、学校ＨＰ等） 

 
 

(2) コミュニティ・スクール導入予定の特別支援学校（４校）において、設置検討協議会を開催 
 

(3) 県立特別支援学校と地域との協働体制推進事業【県教委の取組】 
 

［取組内容］ 

   ○ コミュニティ・スクール連絡会議の開催 
     ○ 運営協議会の検討内容やプロジェクト実践状況の把握 
   ○ 「学校と地域との協働活動」の取組事例の県内特別支援学校への普及 等 
 
 

（特別支援教育推進室） 

共生社会の形成に向けた「県立特別支援学校コミュニティ・スクール」の取組

総合支援学校を核としたインクルーシブ教育システムの構築
●障害に関する理解促進 ●つながりの強化 ●地域づくり

共生社会の形成

山 口 県 教 育 委 員 会

小・中学校ＣＳ
「交流及び共同学習」など

保護者・地域、
関係機関等

地域資源の活用
・ゲストティーチャー
・部活動、読み聞かせ
・清掃活動 等

地域行事への参加
・ふれあいフェスタ
・販売活動 等

地域と連携した防災活動
・地域との合同避難訓練
・災害時の備蓄 等

地域と連携した進路支援
・現場実習先の開拓
・余暇活動支援 等

地域の理解促進
・ＣＳだより
・手話研修会 等

○学校の運営に関する意見
○人事等に関する意見

○学校運営協議会の
承認、運営支援

①学校運営
②学校支援
③地域貢献

＜取組の例＞

説明

承認

学校運営協議会

学校運営協議会委員
(例)
・地域住民（自治会等）
・保護者
・校長
・学校関係者
・学識経験者
・関係機関職員
（医療・福祉・労働等）

総合支援学校

校

長

学校運営の
基本方針

学校運営・
教育活動

 地域とともにある特別支援学校づくり推進事業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡや学校運営協議会委員、
教員などの大人と、中・高の生
徒会メンバーが、「どのような学
校にしたいか、してほしいか」
について熟議を行った。 

県立高森高等学校・高森みどり中学校 

 

４科連携及び岩国市と一体となった

ものづくりによる地域貢献に着手し、

「玖珂縮」の機織り機や自撮りスタン

ド、観光立体地図の製作及び岩国レン

コンチップスの製造に取り組んだ。 

 

県立岩国工業高等学校 

高校生が企画から講師まで務め
る地域住民対象の「ハンドメイド
教室」を開催し、生徒のビジネス
スキルの向上や地域コミュニティ
の活性化につながった。 
 

県立防府商工高等学校 

 

「新たな地域との交流として西
京生ができることは？」をテーマ
とした高校生熟議で、実現可能か
つ持続可能な地域連携の取組につ
いて具体的な企画発表を行った。 

 

県立西京高等学校 

 

小学生に生徒の普段の学習成果
を伝えるとともに、様々な農業体
験活動を行うなど、近隣小学校と
の交流学習を年間 10回以上開催
し、つながりを深めた。 

県立山口農業高等学校 

 

地元の文化展に、美術部・華

道部が作品を展示、吹奏楽部が

演奏を披露した。町民の皆さん

に文化行事を満喫していただき、

地域貢献を行った。 

県立熊毛南高等学校 

 

高校・企業・中学校がタイアッ

プして、中学生に地元の企業情

報や高校での学びについて紹介

する「下工キャリアアップセミ

ナー」を実施した。 

県立下松工業高等学校 

新南陽商工会議所との協働に

より『ほっと一息！福川マップ』

を製作して、地域コミュニティ

の構築と地元商業・商店街の経

済活性化に取り組んだ。 

県立南陽工業高等学校 

 

学校運営協議会では、学校と
地域それぞれの現状や課題につ
いての情報共有や、課題解決に
向けたワークショップ形式によ
る協議などを行った。 

県立周防大島高等学校 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口大学と連携し、南シナ海で活
動中の深海掘削船（米）と本校をイ
ンターネットでつなぎ、乗船中の大
学院生からの直接指導を通して、秋
吉台はどうやってできたのかなど、
ふるさとの自然への理解を深めた。 

 

県立美祢青嶺高等学校 

 

地域住民や警察署員等ととも
に自転車の盗難被害防止につい

を作成し、商店街や駅での啓発活
動に取り組んだ。 

 

県立長府高等学校 

 

地元に根ざした人材育成を目標
に、地元企業や下関市立大学と連
携して商品開発を行い、市内のイ
ベントや「チャレンジショップ」
で販売実習を行った。 

 

下関商業高等学校 

 

長門の歴史や文化に対する理解

を深め、郷土愛を育むために実施

している「長門学」の講師として、

地域の人材を活用した。【「金子み

すゞの生涯」、「古式捕鯨の里」】 

県立大津緑洋高等学校 

 

普通科２年次で、地域の連携機

関の支援をいただきながら、地域

の課題を自ら発見し探究する「萩

決型学習）の取組を行った。 

県立萩高等学校 

 

総合的な学習の時間を活用した

内大学等のゼミを訪問し発表する

ことなどを通して、進路意識と専

門分野への関心・意欲を高めた。 
 

県立下関中等教育学校 

 

地元企業や同窓会、ＰＴＡ等
の協力を得ながら、日本刀など
の原料となる玉鋼をつくる古代
たたら製鉄復元操業を、山工祭
の行事として行った。 
 

県立宇部工業高等学校 

 

■高校におけるコミュニティ・スクールの考え方 

高校は、小・中学校とは異なり、通学区域が広範囲にわたること、
また、様々な課程や学科等があり、学校ごとに教育目標や地域の期待
等も異なるという特性があります。 
 このため、本県では、 
高校のコミュニティ・ 
スクールを、一定のエ 
リアにとどまるもので 
はなく、各学校のテー 
マに応じて、広く大学 
や企業、関係機関等と 
連携し、学校や地域の 
課題解決を図る「テー 
マ型コミュニティ・ス 
クール」として位置づ 
けています。 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道から九州熊本までの企業、
学校、個人からの協力により実施
している「リングプル活動」の成
果として、地元施設に福祉用品を
贈呈するなど、地域貢献活動を通
じて地域と交流を深めた。 

県立岩国総合支援学校 

 

学校・ＰＴＡ・地域・事業所等
の関係者が集まり、「共生社会をめ
ざす学校づくり」のワークショッ
プを開催し、本校の良さやよりよ
い学校にするための方策等につい
て、活発に議論を行った。 
 

県立田布施総合支援学校 

 

地元の国立高等専門学校からの
技術的な支援をもとにテレビ会議
システムを導入し、他県の特別支
援学校との総合的な学習の時間を
活用した合同授業「鮭の一生と増
殖の取組」を実施した。 

県立周南総合支援学校 

 

聾学校時代からの伝統である
「しめ縄作り」を地域の方と行っ
た。今年度も 20名以上が参加さ
れ、最後に生徒が手話歌を披露す
るなど、充実した交流となった。 
 

県立山口南総合支援学校 

 

学校が所在する自治会主催の

整備の責任者から不燃物の仕分
け方について直接教えていただ
き、地域住民とともに活動した。 

 

県立宇部総合支援学校 

 

昨年度に引き続き、幼小学部の
「お楽しみ会」において、地元工
業高校から、自作の電動カーをプ
レゼントされるとともに、製作し
た高校生と交流を深めた。 

県立下関南総合支援学校 

 

地元工業高校の文化祭に「とみ
とうカフェ」を出店し、笑顔でお
もてなしの心をもってサービスの
提供に取り組み、高校生や地域の
方との交流を深めた。 

県立下関総合支援学校 

 

社会的自立をめざす高等部の生
徒が、地域の漁協女性部の方から
魚料理の調理方法や、栄養バラン
スの大切さを学ぶとともに、会食
を通して交流を深めた。 

県立萩総合支援学校 

 

月１回開催する地域とのスポーツ

交流や学校・家庭・地域が連携・協

働して行う「どんど焼き集会」等の

取組が、障害の理解につながるととも

に地域住民のふれ合いの場となった。 

県立宇部総合支援学校美祢分教室 

 


